
平成29年度 学校経営計画

１ 学校教育目標

「 学力の充実 品性の陶冶 心身の鍛錬 」

２ 学校の特色

本校は大正9年に創立された富山県立神通中学校を前身とし、まもなく百周年を迎える。「鍛錬・自治・信愛」の伝

統的精神を継承し、健全な心身、優れた知性、豊かな情操を培い、民主的で自主性・創造性に満ちた人間の育成に努

めている。

本校は富山市の中心街に近く、閑静な住宅・官庁街に位置している。また豊かな自然環境にも恵まれ、神通川の清

流に臨み、立山連峰の雄姿を仰ぎ見ることができる。

高い能力と強い向上心を持つ生徒が県内の広い範囲から大勢集い、切磋琢磨に努めている。教職員は、生徒の学問

的な探究心を満たし、生徒の進路希望をかなえるため、充実した学習指導を行っており、また、部活動や学校行事の

指導にも力を入れている。平成26年4月には新校舎が竣工、平成27年5月には新グラウンドも完成し、学習環境はこれ

まで以上に整備され生徒は意欲的に学校生活を送っている。

平成23年度から理数科学科・人文社会科学科［探究科学科］が新設され、平成26年4月には、文部科学省の研究開発

事業である「スーパーサイエンスハイスクール(SSH)」の指定を受けた。また平成11年には中国東北育才学校と友好校

提携協定を締結し相互交流を進めているが、より実践的英語力を高め国際性を養うために、平成26年度からアメリカ

の大学や研究機関での海外研修を実施しており、平成27年度には、オーストラリア研修を開始した。

３ 学校の現状と課題

意欲的な学習を通して、自らの進路を切り拓いていく力を育てるとともに、学校行事や部活動を通して、豊かな人

間性を育むことが本校の課題である。

ＳＳＨ事業の実施においては、理数教育のさらなる充実を目指し、理数科学科の生徒を中心に「探究力」「科学的思

考力」「自己発信力」を育成する。そのために各校務分掌や事務部が連携し、計画的かつ組織的に事業を推進すること、

また保護者あるいは地域社会、他校へ普及することが課題である。



４ 学校教育計画

項 目 目 標 ・ 方 針 及 び 計 画

(１) 校務運営 目標 ○全教職員が教育目標の達成を目指して連携協力し、共通の問題意識をもって取り組

（Ｅその他） み、保護者と情報を共有して風通しのよい学校運営をすすめる。

○教員がゆとりをもって、教育活動に取り組むことができる学校をつくる。

計画 ○教職員相互の協力態勢を強めるとともに、保護者や学校評議員に対して、本校の教

育活動の状況について、定期的に説明を行う。

○会議の回数の削減、会議時間の短縮、会議資料の縮減に取り組む。

○円滑な校務運営と教職員間のコミュニケーションツールとして積極的にグループウ

ェアを活用する。

(２) 教育課程 目標 ○教育目標の実現を目指し、生徒の全人的発達を促す教育課程を編成する。

(Ａ学習指導） ○生徒の進路希望をかなえるため、学力の充実をはかる教育課程を編成する。

計画 ○学力の充実はもとより幅広い人間性の育成や健康、体力、安全に関する指導の充実

をはかる教育課程を編成する。

○生徒の学力の状況や大学入試に関する情報を的確に把握し、教育課程の編成に反映

させる。

○現行のカリキュラムを評価し、改善点があればよりよいものにする。

(３) 学習指導 目標 ○生徒の学力を向上させる。

(Ａ学習指導） ○生涯にわたって主体的に学び続ける姿勢を養う。

重点１①② 計画 ○定期的に互見授業を実施し、授業の水準を高める。

○生徒が計画的に学習できるよう各教科で定期考査にあわせた授業計画表を提示する。

○新入生合宿を実施し、高校での学習方法・習慣を早期に確立させる。

○少人数授業や個別指導を通して、きめ細かい指導を行う。

○生徒が主体的に学習できるようにアクティブラーニングの手法を取り入れる。

○ＩＣＴ教育を効果的に行い、理解を深める。

○テストの見直しを重視し、学習内容の理解・定着に役立てる。

○面接指導を充実し、学習意欲の喚起に努める。

○探究的な活動を生かし、生徒に授業への意欲や主体性を喚起する。

○課題を精選し、生徒が自主的に学習を進めることができるよう指導する。

○全ての教科で学期毎に指導法を振り返り、今後の指導の改善に役立てる。

○行事を見直し、授業時間確保に努める。

○授業時間が不足する教科は、特別編成授業を工夫するなど授業時間の確保に努める。

(４) 進路指導 目標 ○自己の将来像に連なる進路意識を醸成し、進路希望の実現をはかる。

(Ｃ進路指導) ○より難関を目指す進学意識を育成する。

重点２①② 計画 ○「進路講演会」や「大学生に学ぶ会」を実施し、進路についての理解を深めさせる。

○「大学探訪」や「海外研修」の実施、および面接指導の充実により、進路実現をはかろ

うとする意欲を高めさせる。

○ＳＳＨの取り組みをはじめ、大学等と連携した探究的な学習活動・体験の機会を利用し、

大学で何をするかについて具体的なイメージを抱かせる。

○既卒生への対策を充実させ、本校卒業後も高い志望に向かって学習に集中できる環境を

構築する。

(５) 生活指導 目標 ○品性の陶冶、豊かな人格の形成をはかる。

(Ｂ生徒指導) ○「生活あっての学習」を基本とし、生徒に規律ある生活を確立させる。

計画 ○全職員で生活指導（遅刻、服装、交通ルールの遵守等）を日常的に行うとともに、

個々の生徒の状況に応じた個別指導を行う。

○明るい挨拶、正しい言葉遣いを実践させる。

○さわやか運動、ボランティア清掃活動に積極的に参加させる。



(６) 心身の鍛錬 目標 ○図書館利用や読書運動を通して、読書意欲を育て、読書習慣を確立させる。

(読書指導と ○生涯にわたる生活の基本となる体力を養う。

体力向上） 計画 ○「読書の時間」、必読図書・選択図書の選定、読書会の開催等読書運動を推進する。

(Ｂ生徒指導） ○読書教養講座やミニ企画展を開催する等、本に触れる機会の設定に努める。

重点３①② ○生徒・教職員に対し、適時適切な図書・読書の広報や周知を行う。

○１年次に読書記録ノートを配布し、３年間の読書活動に活用させる。

○全学年、体育の授業時にサーキットトレーニングを実施する。

(７) 特別活動指導 目標 ○学校行事を充実させる。

(Ｄ特別活動） ○部活動を充実させる。

重点４①② ○ホームルーム活動を充実させる。

○生徒会活動を充実させる。

計画 ○競技大会・体育大会・文化祭・コーラスコンクール等の学校行事が、人間的成長の

はかれる場となるように積極的に取り組ませる。

○部活動が安全で活発に行われるように環境を整える。

○ホーム担任の充分な援助・助言・指導のもとにロングホームを自主的に行わせるな

ど、ホームルーム活動の活性化に努める。

○学校行事を主体的に運営させ、生徒会活動を活性化させる。

(８) 教育相談 目標 ○生徒の抱える問題、悩み等に適切に対処できる教育相談を行う。

(Ｂ生徒指導） ○悩みや問題を抱える生徒の早期発見に努める。

計画 ○普段からカウンセリングマインドを持って生徒に接するとともに、スクールカウン

セラーの指導・助言を受けるなどして、個々の生徒に応じた教育相談に努める。

○生徒に気になる変化が見受けられる場合は、学年・保護者との連携を密にし、連絡

をとりながら適切な教育相談を行う。

(９) 保護者との 目標 ○保護者との連携を強める。

連携 計画 ○１、２学期末に保護者会を開くとともに、年に一度授業参観を実施する。

（Ｅその他） ○５月に学年懇談会、８月に進学懇談会（３年）を実施する。

○夏季休業中に、必要に応じて家庭訪問を実施する。

○教育・安全情報リアルタイム共有システムを活用する。

(10) 学年運営 目標 ○本校生にふさわしい生活習慣・学習習慣を身につけさせる｡

１学年 ○自分の進路について考えさせ、将来に向けて長期展望をもたせる。

（Ｅその他） 計画 ○新入生合宿などを通して、生活のあり方、学習の仕方を指導する。

重点１② ○大学教授をはじめ社会人による講演会や進路講演会、ＳＳＨにおける実習や課題研

究などの機会を通して、進路意識の高揚をはかる。

２学年 目標 ○未来に夢と希望を抱かせ、進路実現のための意欲と学力を身につけさせる。

（Ｅその他） ○中堅学年として、集団における自分の役割を自覚させ、自主性や行動力を育む。

重点２①② 計画 ○大学探訪や大学生に学ぶ会で進路についての意識を高めるとともに、課題研究や大

学実習で探究心を養い、学習意欲を向上させる。

○学校行事、委員会活動、部活動やアメリカ研修など対外的な活動にも積極的に参加

させリーダー性や協調性、自己発信力を育む。

３学年 目標 ○高い目標達成に向け粘り強く努力させる。

（Ｅその他） ○仲間や社会のために貢献する意識を高めさせ、社会に有為な人材を育成する。

重点１② 計画 ○ホーム担任、教科担当者が生徒との面接指導を繰り返すことにより、高い志と継続

重点２② 的な努力によって必ず目標を達成するという強い意識を持たせる。

○部活動や諸行事を通して、リーダーとしての自覚と責任を持たせ、広い視野を持ち

自ら考えて行動する態度を養う。

(11) 国際交流 目標 ○実践的英語力を高め、国際社会で自己発信できるリーダーを育成する。

（Ｅその他） ○国際交流を通して友好親善を深め、国際性を養う。

重点５② 計画 ○アメリカの大学等での海外研修を継続して実施し、英語による自己発信力を高める。

○中国遼寧省の東北育才学校との交流、オーストラリア研修を継続して実施し、授業参

観や課題研究発表を通して、互いに意見交換ができる研修にする。



(12) 広報活動 目標 ○広報活動を積極的に行い、本校の教育について、広く知ってもらう。

（Ｅその他） 計画 ○中学校に対する説明会、及び中学生対象のオープンハイスクールを実施する。

○学校案内パンフレットをより充実させるとともに、ホームページ（HP)を利用して

頻繁に新しい情報を発信する。

○学校行事の写真をＰＴＡ通信、生徒会誌、生徒会新聞、ＨＰの更新などに有効利

用するため、学校行事の画像データを集積する。

○ＳＳＨ事業についてホームページ等を活用して生徒や保護者、一般市民に広く知らせ、

その普及に努める。

(13) 探究教育 目標 ○探究的な学習を通して、探究教育の実践と研究を進める。

（Ｅその他） ○ＳＳＨ事業を充実させ、生徒の「探究力」、「科学的思考力」、「自己発信力」を育成す

重点５① る。

計画 ○探究的な学習に関する情報を収集・検討して内容をより充実させる。

○ＳＳ基幹探究の授業内容を検討し、教材開発に努める。

○ＳＳ基幹探究、発展探究での発表内容を充実させる。また、発表会で他校との交流

を深めるとともに、研究成果の普及等に努める。

○課題研究を客観的に評価するための、ルーブリックによる評価方法についてさらに

開発を進める。

○東京大学、富山大学と連携し、生徒個々の興味関心や進路に応じた大学研究室実習

を実施する。

○ＳＳ部（情報・数学・物理・化学・生物）での探究活動を充実させるとともに「と

やま科学オリンピック」などに積極的に参加させる。また、小中学生への実験・実

習の指導にあたる。



５ 今年度の重点課題（学校アクションプラン）

平成２９年度 富山中部高等学校アクションプラン －１－

重点項目 学力の向上

重 点 ①授業の水準を高める。

課 題 ②生徒がテスト等によって学力を自己分析し、主体的に学習を進めることができるよう指導する。

現 状 ①授業力の向上を目指して互見授業等を行い、教科別授業研究会の充実に努めている。

②課題をこなすことに終始し、テストによる学力分析と事後対策が不十分な生徒が多い。

達 成 ①互見授業を行い、授業力の向上を図るための教科 ②各種テストの見直しを行い、その後の学習計画

目 標 別授業研究会の実施回数 を自主的に作成・修正し、実践できた生徒の割

合 （学習アンケートによる数字）

各教科 年間２回以上 ８０％以上

方 策 ○互見授業を全教員に対し公開する。 ○読解力・思考力・判断力・表現力等を育むよう

○互見授業終了後、教科別授業研究会を開催し、３ な質の高いテスト作りに努める。

年間を見通した指導法を築き、指導目標を共有す ○校内模試においてテスト解説授業を実施し、

る。 テストを見直す意識を高めるとともに、その

○定期的に生徒の学力や学習実態を分析し、授業方 後の学習の指針を示す。

法の改善をはかる。 ○テストの見直しにより、学習活動におけるＰ

ＤＣＡサイクルの徹底を図る。

○教師が常に自己研修に励み、担任や教科担当

者による個別指導の充実を図る。

○個々の学力に応じた教材について、研究開発

をさらに進める。

○新入生合宿で高校での学習法をしっかり身につけ

させる。

評価基準 Ａ達成した Ｂほぼ達成した Ｃ現状維持 Ｄ現状より悪くなった

平成２９年度 富山中部高等学校アクションプラン －２－

重点項目 進路意識の高揚と進路希望の実現

重 点 ①自己の将来像に連なる進路意識を醸成し、進路希望の実現をはかる。

課 題 ②より難関を目指す進学意識を育成する。

現 状 ①全員が大学への進学を希望している。

①大学などと連携した探究的な学習活動・体験の機会を活用する工夫が必要である。

②自分の夢や希望を具現化するために、意欲的に情報を収集し活用する姿勢に欠け、進路選択が遅れる生

徒が増加傾向にある。

達 成 ① 大学探訪・進路講演会に満足した生徒の割合 ②希望する進路の実現を果たした生徒の割合

目 標 大学探訪 … ９０％以上 第１志望大学の合格率 ‥‥５０％以上

進路講演会 … ８０％以上

方 策 ○将来の社会的･職業的自立に向けた一人一人のキャ ○面接指導や学年集会、および進路に関する行事を通

リア発達を促すために１学年の生徒に対し進路講 して、早い時期から高い進路意識を持たせるよう

演会を行う。事前に希望を集約して要望の多い分 指導する。また３学年では個別指導を特に強化し、

野から講師を招き、１０分野以上の分科会を設置 生徒一人一人が志望大学の要求する学力に到達す

し実施する。また生徒が具体的に進路を考えられ るように努める。

るように、講師は生徒にとって身近な存在として、○ＳＳＨ等を通し探究的な学習活動・体験の機会を

本校卒業生を主に依頼する。 増やし、大学で何をするかについて具体的なイメ

○大学受験と大学生活を具体的にイメージさせるた ージを抱かせる。

めに本校卒業生を招き、大学生に学ぶ会を２学年

で行う。

評価基準 Ａ達成した Ｂほぼ達成した Ｃ現状維持 Ｄ現状より悪くなった



平成２９年度 富山中部高等学校アクションプラン －３－

重点項目 読書指導・体力の向上

重 点 ①読書指導を充実し、図書館利用の広報周知を行う。

課 題 ②体力の向上に努めさせる。

現 状 ①生徒には、読書を通じて自らの生き方や社会のあり方などを思索する時間が必要であるが、学校生活が多

忙化し、なかなか読書の時間が取れていない状態である。

②体力の低下が危惧される生徒が増えてきている。

達 成 ①生徒への読書、図書館利用を促す広報刊行物の年 ②２年次において、持久走の自己最高記録を更新した

目 標 間配布回数及び読書の時間の数 生徒の割合

広報活動１０回以上、 ７０％以上

読書の時間年間１５時間以上（１・２年）

方 策 ○図書の広報刊行物を月一回以上発行する。 ○全学年、体育の授業時に、毎時10分間程度のサーキ

○読書の時間を計画的に確保する。また、年２回「読 ットトレーニングを実施する。

書会」を行う。 ○前年度の自己記録を参考に今年度の自己目標を明

○読書教養講座の実施や「本の虫」などの発行を通 確にし、体育の授業や部活動などで意欲的なトレ

して図書委員による主体的な活動を行い、図書館 ーニングに結びつける。

への理解を深めさせる。

評価基準 Ａ達成した Ｂほぼ達成した Ｃ現状維持 Ｄ現状より悪くなった

平成２９年度 富山中部高等学校アクションプラン －４－

重点項目 学校行事・部活動の充実

重 点 ①体育大会をより充実させる。

課 題 ②部活動を充実させる。

現 状 ①体育大会へのあこがれが、本校への志望理由の一つになるなど、体育大会は、本校最大の行事として知ら

れている。また、体育大会を通じて、生徒たちは人間的にも大きく成長している。

②全校生徒に対し、いずれかの部に所属するよう勧めている。生徒は、学習と部活動を両立させるために、

懸命に取り組んでいる。

達 成 ①体育大会に充実感を持つ生徒の割合 ②部活動に充実感を得た生徒の割合

目 標 ＊大会終了後に実施する、生徒会によるアンケート ＊３年生全員を対象にした、８月下旬のアンケート

８０％以上 ７０％以上

方 策 ○体育大会の競技や応援の仕方について、生徒会を ○部活動への参加を積極的に促す。

中心に改善を常にはかる。 ○限られた時間の中での、効率的な練習や活動を普

○競技の練習や準備活動が行き過ぎないよう、適切 段から考えさせる。

な指導を行う。 ○個々の生徒が、学習と部活動のバランスが取れる

よう、ホーム担任と部顧問が連携を取って指導す

る。

評価基準 Ａ達成した Ｂほぼ達成した Ｃ現状維持 Ｄ現状より悪くなった



平成２９年度 富山中部高等学校アクションプラン －５－

重点項目 「探究力」・「科学的思考力」の育成、「自己発信力」の育成

重 点 ①ＳＳＨ事業を計画的に運営・実施する。

課 題 ②海外研修により国際・学術交流を深める。

現 状 ①これまで、探究科学科を中心に、野外実習や課題研究などのさまざまな探究活動を通して、生徒の学問的

な探究心の向上をはかってきた。本校がスーパーサイエンスハイスクールに指定されたことによって、

これまでの探究活動の継続・発展とともに、理数科学科に一層の重点を置いた計画を立て「探究力」･「科

学的思考力」の育成に効果的な指導法、評価法を開発する。

②語学研修を中心に留学生との交流や先端技術見学等を行うアメリカ研修、ＳＳＨ事業として平成２７年

度から実施しているオーストラリア研修を通して、英語力を身につけ英語で自分の考えや意見を伝えた

り、相互に課題研究の成果を英語で発表しあう経験等を積むことで、将来にわたりグローバル社会で活

躍できる「自己発信力」を身につけた人材の育成を目指す。

達 成 ①－１ 野外実習、大学実習に対するそれぞれの目標 ②－１ アメリカ研修参加生徒に対し研修前後に

目 標 達成度 実施するCASECテストの結果の比較

＊各実習ならびに後に実施するアンケート ②－２ 東北育才学校との交流、オーストラリア研修

①－２ 課題研究のルーブリックによる評価 に参加した生徒の充実感および保護者の肯定感の

割合

＊帰国後の事後調査によるアンケート

①－１ 各９０％以上 ②－１ 研修後のCASECテストで、２０点以上伸び

①－２ 平均がレベル３に到達した生徒の割合 た生徒の割合 ７０％以上

８０％以上 ②－２ 参加生徒の充実感 各９０％以上

保護者の肯定感 各８０％以上

方 策 ○野外実習や大学実習については、実習の内容や方法 ○アメリカ研修では、研修後に再度CASECテストを実

について充分に打合せを行ない、生徒が興味関心 施して英語力の伸びを測る。さらに、身につけた

を抱き、積極的に参加できるよう工夫する。 英語力を生かして積極的に自分の意見や考えを発

○探究活動（課題研究）を発展探究、共働、発 信できる力を育てるよう研修内容を工夫する。

表の３種類ルーブリックを用いて評価し、伸 ○オーストラリア研修では、事前研修を効果的に組

びをはかる。大学との連携をはかり、探究活 み立て、相互交流の中で英語で課題研究を発表した

動が充実した内容となるよう工夫する。 り積極的に意見交換を行う等、自己発信力を育成

できる研修になるよう工夫する。

評価基準 Ａ達成した Ｂほぼ達成した Ｃ現状維持 Ｄ現状より悪くなった


